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１                              問題のページへ 

(1) 直線 ABの方程式は, )6,2(A , )4,3(B から,  

)2(26 --=- xy , 102 +-= xy ………① 

直線 OCは直線 ABと垂直なので, その方程式は,  

xy
2
1= ………② 

①②より, xx
2
1102 =+- , 4=x  

②より, 2=y となり, )2,4(C である。 

また, OBOAOP ts += より,  

OP )4,3()6,2( ts += )46,32( tsts ++=  
2CP 22 )246()432( -++-+= tsts  

 4)46(4)46(16)32(8)32( 22 ++-++++-+= tstststs  

 204040256040 22 +--++= tststs  

(2) t≧0において, 204040256040)( 22 +--++= tstststf とおくと,  

204040)4060(25)( 22 +-+-+= sststtf ( ) 484
5

4625 22
+++-+= ssst  

(i)  0
5

46 ≧-- s ( )
3
2≦s のとき 

2CP は, 
5

46 --= st で最小値 484 2 ++ ss をとる。 

(ii) 0
5

46 ＜-- s ( )
3
2＞s のとき 

2CP は, 0=t で最小値 204040 2 +- ss をとる。 

 

［解 説］ 

ベクトルの成分計算についての基本題です。文系に類題があります。 
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２                              問題のページへ 

(1) 偶数の書かれたカードを取り出す確率は
NM

M
+

, 奇数の書かれたカードを取り

出す確率は
NM

N
+

より, 記録された 1個の数が偶数となる確率 1p は,  

NM
Mp
+

=1  

また, 記録された 2 個の数の和が偶数となるのは, 偶数＋偶数または奇数＋奇数

より, その確率 2p は,  

( ) ( )
2

2222
2

)( NM
NM

NM
N

NM
Mp

+
+=

+
+

+
=  

(2) 記録された 1+n 個の数の和が偶数となるのは, n 個の数の和が偶数のとき 1+n

回目に偶数を取り出すか, n 個の数の和が奇数のとき 1+n 回目に奇数を取り出すか

のいずれかより,  

NM
Np

NM
NMp

NM
Np

NM
Mp nnnn +

+
+
-=-

+
+

+
=+ )1(1 ………(＊) 

(3) (i) kが偶数のとき 
4

2
22

242
2kkkkkM +=×+=+++= L  

422
11)1(31

2kkkkN =×-+=-+++= L  

よって, 
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+
-

1
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)2(
)2(
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+
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(ii) kが奇数のとき 
4

1
2

1
2

12)1(42
2 -=-×-+=-+++= kkkkM L  

4
12

2
1

2
131

2 ++=+×+=+++= kkkkkN L  

よって, 
NM
NM

+
-

kkkk
kkk 1

)12()1(
)12()1(

22

22

-=
+++-
++--=  

(4) (＊)より, ( )
2
1

2
1

1 -
+
-=-+ nn p

NM
NMp と変形すると,  

( )( ) 1
1 2

1
2
1 -

+
--=-

n
n NM

NMpp ( )( ) 1

2
1 -

+
--

+
=

n

NM
NM

NM
M ( )n

NM
NM

+
-=

2
1  

よって, np ( )n
NM
NM

+
-+=

2
1

2
1  

(i)  kが偶数のとき np ( )n
k 1

1
2
1

2
1

+
+=  

(ii) kが奇数のとき np ( )n
k
1

2
1

2
1 -+=  

 

［解 説］ 

頻出の確率と漸化式の融合問題です。非常に細かい誘導がついています。 
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３                              問題のページへ 

(1) 
2

2xy = に対して xy =¢ より, 点 ( )
2

,P
2aa における接

線の方向ベクトルの成分は ),1( a となるので, 法線の

方程式は,  

( ) 0
2

2
=-+- ayaax , 

2

3aaayx +=+ ………① 

同様にして, 点 ( )
2

,Q
2bb における法線の方程式は,  

2

3bbbyx +=+ ………② 

①②より, )(
2
1)()( 33 babayba -+-=-  

交点 Rの座標は, ab ¹ から )2(
2
1 22 babay +++= , ①より )(

2
1 baabx +-=  

ここで, ab ® のとき,  
32 2

2
1 aaax -=×-® , 2222

2
31)2(

2
1 aaaay +=+++®  

よって, ( )23

2
31,A aa +- である。 

(2) ),(A yx とすると, 軌跡 2C は, 3ax -= , 2

2
31 ay += ……③と表せる。 

さて, )( ax f= , )( ay g= とおくと,  

)()( aa ff -=- , )()( aa gg =-  

これより, 2C の a≧0の部分と a≦0の部分は y 軸対称とな

る。そこで, a≧0において, 
23a

da
dx -= , a

da
dy 3=  

すると, 
aa

a
dx
dy 1

3
3

2
-=

-
= から,  

( ) ( ) 0
3
1

3
111

4222

2

＜
aaadx

da
ada

d
dx

yd -=-=×-=  

これより, 軌跡 2C を表す曲線は上に凸である。 

さらに, 
2

:
2

1
xyC = との交点は, 62

2
1

2
31 aa =+  

023 26 =-- aa , 0)1)(2( 222 =+- aa  

よって 2=a となり, ③から 22-=x , 4=y である。 

以上より, 曲線 1C と軌跡 2C の概形は右図のようにな

る。また, 2つの交点の座標は, )4,22( - , )4,22(

である。 

(3) 軌跡 2C は, 3 xa -= より, 3 223

2
31)(

2
31 xxy +=-+= となる。 
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さて, 曲線 1C と軌跡 2C で囲まれた部分の面積を S とすると, 1C , 2C がともに y

軸対称より,  

( )ò -+=
22

0

2
3 2

22
312 dxx

xS ( )ò -+=
22

0

2
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2
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312 dxxx  

 [ ] 22
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92 xxx -+= ( ) 2

15
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3
82

5
18222 =-+=  

 

［解 説］ 
(2)において, 2C の概形を描くときはパラメータ表示のままで処理をしましたが, 

(3)の設問を考えると, この段階でパラメータを消去した方がよかったかもしれません。 
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４                              問題のページへ 

(1) 条件より, YAX = ……①, ZAY = ……②, XAZ = ……③ 

さて, XY -= と仮定すると, ①より XAX -= ………④ 

②④から, XAXXAZ =-=-= )( となり, ③に適用すると,  

XAX = ………⑤ 

④⑤より, XX =- から ÷
ø

ö
ç
è

æ=
0

0
X となり, Xの大きさが 1であることに反する。 

以上より, XY -¹ である。 

(2) Y, Zは大きさが 1であり, 条件と(1)より, XY ±¹ なので,  

÷
ø
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ç
è
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q
q
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Y  )2,0( pqppq ＜＜＜＜ , ÷

ø
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è

æ=
j
j
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cos
Z  )20( pq＜≦  

すると, 0sin ¹q から,  

( ) ÷
ø

ö
ç
è

æ+÷
ø

ö
ç
è
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ç
è

æ
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よって, Zは tYsXZ += ),( は実数ts の形にただ一通りに表せる。 

(3) tYsXZ += のとき, ①②③より,  

YtsstXtYsXtsYtZsYtAYsAXtYsXAX )()()( 2++=++=+=+=+=  

すると, ÷
ø

ö
ç
è

æ=++-
0

0
)()1( 2 YtsXst となり, (2)から,  

01 =-st , 02 =+ ts  

よって, 1-== ts から YXZ --= となり, ÷
ø

ö
ç
è

æ=++
0

0
ZYX である。 

(4) (3)から, ÷
ø

ö
ç
è

æ=÷
ø

ö
ç
è

æ+÷
ø

ö
ç
è

æ+÷
ø

ö
ç
è

æ
0

0

sin

cos

sin

cos

0

1

j
j

q
q

となり,  

0coscos1 =++ jq ………⑥, 0sinsin =+ jq ………⑦ 

⑥⑦より, 1)sin()cos1( 22 =-+-- qq , 0cos21 =+ q  

よって, 
2
1cos -=q から, ppq

3
4,

3
2= である。 

(i)  pq
3
2= のとき 

⑥より
2
1cos -=j , ⑦より

2
3sin -=j なので, pj

3
4=

である。 

①②より, ÷
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ここで, 32
30

12
det =÷

ø

ö
ç
è

æ -
より, 
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è

æ -
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(ii) pq
3
4= のとき 

⑥より
2
1cos -=j , ⑦より

2
3sin =j なので, pj

3
2= で

ある。 

①②より, ÷
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［解 説］ 

20 年以上も前, 1 次変換の全盛期に, 京大や奈良女子大で｢1 次変換の線形性｣を問

う問題として, 類題が出されています。初見であれば, 演習しておきたい 1題です。 
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５                              問題のページへ 

(1) 曲線 xey = 上を動く点 P ))(),(( tytx に対して, 
dt
dxe

dt
dx

dx
dy

dt
dy x=×=  

ここで, 1=v から, ( ) ( ) 1
22
=+

dt
dy

dt
dx なので,  

( ) ( ) 1
222
=+

dt
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dt
dx x , ( )

xedt
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1
1
+

=  

0＞
dt
dx より, 
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よって, sx = において, ),(
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(3) (2)より, 
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ここで, u＞0に対して, 
3)1(

)(
u

uu
+

=f とおくと, )( 22 sef=a であり,  
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)1(
)1(3)1()(
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右表より, )( uf は
2
1=u のとき, 最大値

27
4 をとり, 

これより, a の最大値は 3
9
2

27
4 = である。 

 

［解 説］ 

大学入試ではあまり見かけない速度, 加速度を題材とした問題です。合成関数の微

分法がポイントです。 

 

u 0 … 2
1  … 

)( uf ¢   ＋ 0 － 

)( uf    27
4   


